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ニュｰジｰランドにおけ･る

“太平洋地域の最近の地殻変動"に関する

国際シンポジウムに参加して

寒川旭(環境地質部)

�楲慓���

はじめに

太平洋地域の最近の地殻変動に関する国際シンポジウ

ム(Internationa1SymposiumonRecentCrusta1Movem･

entsofthePacificR.gion)が1984年2月9目から14

目までの6日間ウェリントン市のヴィクトリア大学で

行われた.このシンポジウムの前後に約1週間の野外

巡検が行われた.前半は北島巡検で2月3目にオｰ

クランド市を出発して2月8目にウェリントン市に至る

ものであった.後半は南島巡検で2月14目にウェリ

ントン市を出発して2月20目にクライストチャｰチ市に

至るものであった･共に活断層･火山･氷河･段丘

面の変形などの第四紀研究の主要なテｰマに関する充実

した内容であった.

著者は科学技術庁振興局より派遣されてシンポジ

ウムおよび北島巡検に参加した.その内容について概

要を報告する.

才一グランドにて

1984年1月30日夜大寒波に震える成田空港より夏の

ニュｰジｰランドに向けて飛び立った.JAL775便に

同乗した人達は北島巡検に参加する木村政昭氏(琉球

大)･山科健一郎氏(東大地震所)･玉木賢策氏(地調海洋地

質部)･著者の4名であった･機は真っ暗やみの中を南

へ飛び続けやがて赤道を通り過ぎるとともに空全体

カミ真紅に染まりあざやかな夜明けを迎えた.そして

眼下にはさまざまなサンゴ礁につつまれた太平洋の緑

の島々が続々とあらわれた.その1つのフィジｰ島に

1時間滞在した後一路オｰクランド室港へと向った.

我々をのせた小空間はタスマン海より東方のマヌカウ

湾にむけて大きく高度を落した･初めて目に映ったニ

ュｰジｰランドの陸地はタスマン海沿いに南北にのびる

みごとな海岸段丘であった.これが東のマヌカウ湾の

典型的狂沈水海岸地形へと移りかわり東へ向って傾動

する地殻変動が進行していることがうかがえた.

室港からホテノレまでの田園風景は目をみはるほど美し

くショｰトパンツにサンダルぱきのタクシｰの運転手

さんの説明に耳を傾けながらこれからの20日間に大い

に期待をよせた.北側に映る人影にとまどいながらホ

テル周辺を少し歩いた.夏時間をとっていることも

あって夜の8時半を回っても太陽が昼間のように照ら

しつづける中で英国風の街並をじっくりながめながら

異国情緒を十分に味わった.ホテノレは大変清潔で美

味しい牛乳が飲み放題であった､

翌日2月1目はクィｰン通りを北へ歩いてダウンタウ

ンヘ出た･そこで衣類をそろえて外見だけはニュｰ

ジｰランド人に変身した･木村氏と二人で市の北東に

あるミッション湾沿いのコヒマラヤ･ビｰチを訪れた.

海岸沿いには美しい公園が並び海の向うには最も新ら

しい火山(760年B.P.に噴火)であるランギトトカミ見られ

た(口絵参照)･午後に中村一明氏(東大地震研)が到着

され氏の友人でオｰクランド大学におられる鮫島輝彦

氏の案内で翌日はオｰクランド市周辺の火山の巡検を行

うことに放った.

2日朝9時に鮫島氏運転のマイクロバスに中村･木村･

山科･玉木氏と著者が乗り込み巡検に出発した.オｰ

クランド市の南には海抜高度200m程度の火山が点々と

分布している.これらのほとんどは5万年以降の単発

的な火山活動によって生じたスコリアコｰンで新鮮な火

山地形を呈していた(第1図).

最初にマウント･イｰデンを訪れた.この山は市の

中心から南へ5kmのところにあり約14,000年前の噴

火と考えられている.海抜196mの山頂には小さな噴

火口がみられ前方にはオｰクランド市の全貌カミ見渡せ

た.この山はかつてはマオリ族の要塞として使われて

おり頂上のパ(砦)には3,000人近いマオリがつめてい

たこともあるそうだ.ニュｰジｰランドは1642年にタ

スマンが発見し1769年のクックによる再発見以降に白

人の来航が活発化した.マオリ族は先住民族で独自の

文化を生み出していたが現在は白人と変わらない生活

をしているそうだ.

次にマウント･イｰデンの南東にあるワン･ツリｰ･

ヒルを訪れた.これも20,000年以降の噴火によるもの

で頂上には噴火口カミはっきり残っていた.この山は

海抜183mでマオリ族の部族間に激しい抗争があった

17～18世紀にかけてパが築かれ4,000人前後の兵を収

'容できる広さを持っていたと言われている.噴火口内
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歯5万年前以前に活動した火山畷2万年前以降に活動した火山

金2万年前～5万年前に活動した火山⑫歴史時代に活動した火山

第1図オｰクランド周辺の火山.

(SEARLE1964より).

の斜面は小さな平坦地が集合したものでパの築造に際

してマオリ族が人工的に平坦化したそうだ.平坦地の

中には小さな穴がいくつも作られておりこの中にサツ

マイモなどの食料を貯蔵したと言われている.この山

の頂上には名前の通りの一本松があり当市の創始者で

あるSirJohnLOganCampbe11のオベリスクか建って

いた･オｰクランドの名前は当時の大英帝国の英雄で

インド総督だったオｰクランド卿に由来するそうである.

またオｰクランド港は近年九州の博多港と姉妹港に

狂っだそうである.

次に東方にあるパンミエアｰ･マｰノレを訪れた･

ここではマｰルの壁に沿ってべ一ス･サｰジが傾斜して

堆積している様子が観察できた(写真1)･さらに少

し上位の露頭で空中堆積と思える玄武岩質の堆積物カミ

みられこれを切る南北性の正断層が多く発達している

のが観察できた.

さらにマｰノレのすぐ北にあるマウント･ウェリント

ンの山頂より周囲を展望した･この山も最近2万年間

に活動した火山で頂部に北西一南東方向に並ぶ二つの

噴火口が認められた(写真2).ここから南を眺めると

タマキ川とマヌカウ湾の分水界カミすぐ眼の前に見られた.

1985年8月号

写真1バンミュアｰマｰルの壁に沿って堆積したべ一スサｰ

ジと中村･木村氏.

前者は太平洋に後者はタスマン海に通じている.

この山ではマオリの女の子が我々に同行した.彼女

は数km先の家からハダシで遊びに来だそうである(写

真3).マオリの子供はほとんどノ･ダシで元気で走り

回っており数年前にはオｰクランド市で白人達もマオ

リに放らって子供をノ･ダシで育てようという運動カミ広

がったそうである.もっともこれは1年で下火に

なったそうだが.

さらに近くの採石場でマウント･ウェリントンの溶

岩を観察した.これはオリビン･べ一サナイトでクｰ

リングジョイントに沿って丸く風化していた.さらに

下位ではプレｰナィジョイシトカ湖瞭に発達していた･

5時までにオｰクランド大学ヘマイクロハスを返す予定

だったのでこれで巡検を打ち切ってオｰクランド市街

へ向った.途中海岸で溶岩の露頭を観察したりオ

ラケイ･マｰルの真ん中を鉄道が横切っているのを眺あ

たりしながらオｰクランド･ドメインに到った.この

写真2マウント･ウェリントンの頂部で北酉一南東方向にな

らぶ2つの噴火口｡�
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写真3マウント･ウェリントンの頂上でのほほえましい光

景.

地域は約800km2に及ぶ広大た公立公園で中央にオｰ

クランド博物館が建っている.鮫島氏カミ“ここだけは

どうでも見せておきたい"と言われたこの博物館を約30

分で大急ぎで見て回った.1852年開館のオｰクランド

博物館はマオリ工芸品･オセアニア地域の自然および

歴史関係のすばらしい展示がなされていた.

我々は最初に2階の地質室に入りオｰクランド市周

辺の火山活動関係の展示を見学した.その1つに火山

の模型があり欠きた爆発音とともに溶岩カミ見学者に

向ってメラメラと流下してくる様子は迫力十分であった.

また各地質時代ごとの火山活動を示す模型もよくでき

ており最新の時代にオｰクランド周辺の集落の背後で

火山活動が生じそれに伴って集落上に火山灰が降って

くる様子など大変生々しかった.次に鳥類室に入って

体長4m近くあるモアの復元像を見た.かつて多く生

息していたこの鳥はマオリ族が多数渡来する以前にこ

6島へやって来ていたモプ･ハンタｰと呼ばれる民族に

写真4オｰクランド大学の中央にある時計台.

食べつくされて現在は絶滅してしまっている.この

国は天敵がいなかったせいもありキｰウィ･ウェカ･

タカベなどの走鳥類が多く鳥の天国だったそうである.

キｰウィはこの国のシンボルで“私はニュｰジｰランド

人だ"と“私はキｰウィだ"というのは同じ意味である.

日本からニュｰジｰランドを訪れる研究者は多いがそ

の中で特にニュｰジｰランドに馴じみの深い太目ヨ陽子さ

ん(横浜国大:北島巡検に参加)をこの国の地形･地質研究

者は親しみをこめて“キｰウィさん"という愛称で呼ん

でいるそうだ.

1階のマオリ館には実物大のカヌｰなどがありまる

1目かけないと見つくせ底い程であったが残念なカミら

文字通り“素通り"でオｰクランド大学へ向った.

オｰクランド大学は市の中心部に位置しているカミア

ルバｰト公園などの緑地に囲まれイ因性的た建物や美し

い木々に満ちた魅力的なキャンパスであった(写真4).

地学教室で太田さんも加わってくつろいだ一時を過ごし

た.

鮫島氏の御好意でマイクロバスの借用時間を延長して

マウント･マンゲレを経由して今日の集合地であるエ

アポｰトホテノレまで送って頂けることになった.途中

マウント･ツリｰキングスのすぐ東に好露頭カミあり火

山噴出物が背斜構造を示しその頂部が正断層で変位

している様子が観察できた.マウント･マンゲレは

20,000年B.R～50,000年B.P.に活動したもので二

つの火口のうち大き匁火口内に小さなマウンドカミ形成さ

れていた(口絵参照).火口周辺の斜面は例によってマ

オリ族に人工改変されて多くの小平坦面の集合体になっ

ていた(写真5)･

鮫島氏にはウェリントン室港のわきにあるホテルまで

送って頂いた.この一目実に親切に案内して頂いた他

ニュｰジｰランドに関してさまざま検知識を与えて頂き

巡検･シンポジウムを迎えるに当たって本当に参考に

たった.

北島巡検

巡検参加者はすべてエアポｰトインに泊っており夕

食後に一室に集って簡単な巡検案内カミなされた.

参加者は次の通りである(口絵参照)
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目本:中村一明太田陽子木村政昭山科健一郎
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玉木賢策著者

カナダ:P.M0RRIsH.DRAGERT

中国:吋振梁(SHIZ肥NLIANG)江素伝(WANGSUYUN)

台湾:余水倍(SHUI-BEI亘YU)

オｰストラリア:D.DANHAM

西ドイツ:G.HEIN

アイスランド:E.TRYGGvAs0N

この中で数名は夫人同伴で大変なごやかな中で親睦

会がもたれた.巡検案内者はニュｰジｰランド地質調

査所の若手研究者であるK.BERRYMAN氏A.HULL氏

S.BEANLANDさんの三人であった.BERRMAN氏と

HULL氏は第四紀地殻変動を専門としており日本の地

質調査所を訪れたこともあり我々ともなじみカミ深かった.

SarahBEANLANDさんはごく最近にLENsEN氏の引退

後に地質調査所に勤務することになった若手の女性研究

者で地質全般にわたって鋭い観察カを持っているとの

評判であった､巡検中は三人のうちの一人カミずっと

ジｰプを運転して我々のバスの後についてくることに

なった.

私達はBERRYMAN氏とHULL氏の共編の“Guide

BooktotheNorthIs1andscient睨｡excursion"と

Wa1cott編の“AnIntroductiontotheRecentCrusta1

M0YementsofNewZealand"を渡された.前者は詳

細な巡検案内で本稿の図の多くはこの中から引用させ

て頂いた･また本稿の記載もこの案内書に負うとこ

ろが多い.巡検コｰスはまずオｰクランドからタウ

ポに行きその後北東～東海岸沿いにネピアに至り最

後は内陸沿いにウェリントンに向うもので全長約1,700

kmの行程であった(第2図).

写真5マウント･マンゲレの噴火口とマオリ族によって平坦

化された斜面､
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第2図北島巡検コｰス.

第1目(2月3目)オｰクランド～タウポ

朝8時の出発なので起きられるかどうか心配だったカミ

激しい雨音が目覚まし時計の役目をしてくれた.バス

は定刻より10分遅れただけで出発した.我々の命を預

かるマウントクックラインの運転手はショｰトパンツ

姿のなかなかおしゃれ校入でがっしりした体つきをして

いた.態度も堂々としており雰囲気だけ放ら我々の

リｰダｰという感じだった.外見に似合わず茶目っ

気たっぷりでよく冗談を言って我々を笑わせた.露

頭観察を終えてバスに乗る時には一人づつ靴の裏を

チェックしてよごれのひどい人はハダシにさせられた.

著者はバスの中ではずっとノ･ダシであった.

巡検第1地点として2万年前以降の噴火によるプカ

キ噴火口を訪れたが激しい雨のためバスの窓から眺め

るだけであった･さらにカワカワ湾を経てノ･ウラキ

湾のミランダに至った･やっと天気も回復したので

ここで約1時間浜堤の観察を行った.ミランダの海岸

には数列の浜堤カミ明瞭に発達しておりScH0FIELD(19

60)が塊海水準と浜堤の高度の比較より海面変化のグラ

フを求めている.この図では約4,000年前には現海水

準より2m高い位置にあったがその後は小変動を伴い�
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ながら海面は低下しつづけ現在に至ったことが示されて

いる.しかし彼は地殻変動がないという前提で考察

しておりこの点について批判が多いとのことであった.

我々は最も海岸寄りの浜堤をしばらく観察した後に一番

奥の浜堤に至った･これは約4,000年前に形成された

もので浜堤を構成する堆積物はマトリクスとしてわ

ずかに含まれている砂をのぞいてすべて二枚貝であった

(写真6).このおびただしい貝殻を見るだけでも迫力

があった.参加者は多分野の人達で構成されていたの

でこれカミマオリ族の貝塚ではないかという雄大な質門

を発する人も居た.

次いでパエトアという小さな町の野外休憩所でピク

ニックランチをとった.各人にサンドイッチ･野菜･

チキン･果物･ジュｰスなどが手渡され時折わきを通

りすぎる蒸気機関車に手を振りだから1時間の昼休みを

すごした一

午後は主にノ･ウラキ盆地の断層および堆積物に関する

巡検となった.この盆地はノ･ウラキ湾の南にほぼ南北

にのびており盆地東縁(ハウラキ断層)および中央(カ

1/ペヒ断層)に南北性西落ちの正断層カミある(第3図).

これらの断層は重力異常の調査からもはっきり認められ

ており断層の下盤側に3,000m近い厚さの堆積物カミ堆

積している･また最近10年間に盆地南部のテ･アロ

ノ･付近でM4～6の地震カミ多発している.

我々はまずカレペヒ断層沿いの断層崖を訪れた.こ

の崖は約19,000年前(CUT朋ERTs0N,1981)の段丘面を

切るもので東上りで5～8mの比高をもち上盤側の

段丘面カミ束へ逆傾斜していた･次に同断層の盆地南

端付近の断層崖を観察した.ここでも19,000年前の段

丘面が約10m東上り変位を受けていた･丁度断層崖上

にこの地域のシンボルとも言えるタワｰ･ミュｰジアム

が建立されていた.これは1881年にヨｰロッパ開拓民
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第3図北島北部の地質構造概念図.

(KARIG1974より).

写真6ミランダ海岸の二枚貝で構成された浜堤.

ジョシア･クリフトンがマオリ族に対する砦として築い

たものである.塔の高さは15～18mで壁の厚さは45.72

Cmと頑丈につくられており断層活動に伴う亀裂など

はなかった.

さらに盆地西縁で盆地を埋積して厚く堆積してい

るヒヌエラ層の大露頭の観察を行った.これはノ･ウラ

キ低地に広く分布する河床～湖沼性堆積物で第四紀を通

じて連続的に堆積をつづけている･断層活動に伴って

沈降を続けているノ･ウラキ低地に流入するワイパ川･ワ

イカト川などによってもたらされたものである.観察

地点は幅約200m高さ約10mの大露頭でクロスラミナ

の発達した砂礫層が顕著校不整合を伴わずに堆積してい

た.

本目最後の地点としてカレペヒ断層による断層崖を

横切る道路わきの露頭を観察した.ここでは断層崖

の上盤側に約50mの間隔で平行する三つの正断層がみら

れるという説明カミなされた.

当夜はタウポ湖沿いのド･ブレットホテルとセダｰ

パｰクホテルに分宿した･ホテルのレストランで注文

した食事が届けられるまで驚くほど長い時間がかかり夕

食に2時間近くついやした･食後は温泉地特有の温水

プｰルで深夜まで水しぶきをあげた.

地質ニュｰス372号�
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第2目(2月4目)タウポ～口トルア

今日は当巡検の筆ともいえる目で最近とくに注目さ

れているタウポ火山帯を訪れた.この火山帯は活火山

島であるホワイトアイランドからマウント･ルアペフに

至る長さ約240km幅100～150kmの地域で鮮新世末

期以降に15,000km8以上の噴出物をもたらしたと考え

られている･KARIG(1974)の考えではTV.Z.(タウ

ポ火山帯)も含めてC･y･R.(中央火山地域)があり北方

のラウノ･プルトラフの陸上延長部と考えられている(第

3図)･

この目も早朝に激しいスコｰルに見舞われたがすぐに

おさまり予定通り午前8時より巡検カミ開始された.

最初はホテノレのわきの露頭で3,000年前以降の火山灰の

観察を行った.これらは上位よりタウポパミス･マバ

ラテフラ･ワカイポテフラであらかじ･め用意してあっ

た火山灰の名前と噴出年代入りのカｰドをつけたきれい

な露頭でしばらく観察を行った･TV･R･の第四紀の

火山灰は北島北東部を中心に広く分布しており地形面

の編年･対比の重要放指標になっている.

TV.R.には北東一南西方向の断層が多く発達してい

るがその一つのカイアポ断層を訪れた.この断層は

1900年代に2回の活動を行った貴重な断層である.最

初は1922年に6ケ月以上続いた灘発地震に伴って南東上

1985年8月号

第4図

タウポ湖北岸地域の1979年以降の地殻変動.

(BERRYMAN&HULL1984より).

がりで約1mの変位が生じた(GRANGE,1932).さら

に1983年6月の灘発地震に際して長さ1,200mの範囲

で(1922年の地震断層に沿って)割れ目が生じ一部の地域で

南東上がり数Cmの変位が生じた.

カイアポ断層について中心になって地殻変動の観測を

続けてきたP.OTwAY氏が彼の研究についてくわしい説

明を行った.この断層周辺での地殻変動の観測は1974

年9月から始った･特に1979年からタウポ湖の水位の

変動の観測も6地点で行われるようになり1983年には

観測点渕3地点に増えた.その中の5点は地震の始ま

る2～3週間前に設置された.これらの観測の結果は

第4図にまとめられている.それによると1982年10

月にはカイアポ断層沿いの地域は沈降状態であったカミ

1983年3月には逆に隆起に転じ同年6月に地震に伴う

断層変位が生じたことになる.

我々の説明をうけていた道路のすぐわきで数Cmの変

位が生じたとのことであったが勿論その変位地形は残

っていなかった･その延長上を皆で探すと走向N-S

傾斜78.Wの正断層の露頭がみられた(写真7).

北東へ目を転じると比高教100mと言われるカイアポ

断層の断層崖がよく見渡せた(写真8).この地点から

の風景はどこかで.見たことカミあると考えた結果金子吏

朗氏の“地形図説皿"のスケッチを思い出した.我々�
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写真7カイアポ断層の露頭とK.SIEH氏.

写真8カイアポ断層の断層崖.

はカイアポ断層を右手に眺めながら北東に進んだ.そ

してこの断層に平行するパエロア断層沿いに進んだ.

この断層も比高500m近い断層崖をもつ正断層で崖に

沿って水蒸気が昇っているのが目についた(口絵参照).

これは断層沿いに熱水作用が生じているもので1983年6

月の地震後にこの作用がとくに増加しだそうである.

午後からはいよいよ当巡検最大の兄ぜ場であるマウン

ト･タラウエラ登山が始まった.この山のふもとまで

バスでやってくると地質調査所のワイラケイ支所校と

よりジｰプや軽トラックが続々と集ってきた(写真9).

我々の中から登山希望者をつのってこれらの車に分乗

して山頂付近まで行くことになった.御婦人同伴で来

ている人達を除いて大部分の人が登山に参加した.我

々はジｰプ･軽トラックに果物･ジュｰスをもって分乗

レさっそうと出発した.しかし山頂へ通じる道に

はいたるたところに大き放輪だちができており車は上

下左右に大揺れになった･ジｰプの中で天井を頭をう

ちながら進んで行くうちに先頭の車が大き溶輸だちに

写真9マウント･タラウエアを背景に出発前の打ち合わせ･

入ってどうしても抜け出すことができなくなった.そ

のため我々はここで車と数名の運転用員を残して歩い

て登ることにした.頂上まで1時間余の歩行になった

が空には雲がかかって涼しくなり眼下の大パノラマを楽

しむことカミてきたので車で行くよりはるかに快適在道の

りと放った.

クラウエラドｰムの頂きにたどりつくと目の前に壮

大な割れ目谷(リフト)があらわれた(表紙参照).リフ

トは幅200mで北東から南西方向にのびていた.はる

か延長方向に目をやるといくつものドｰムが見えその

頂上にV字形のリフトカミありこれらが一直線上に続い

ていた･丁度いくつかのドｰムを並べておいて巨

大なナタで一撃を加えたような鮮烈な印象をうけた.

頂上は風が強く少し身をのり出すとリフトの中へすい

こまれそうになった･しかし我々はリフトをのぞき

込んだ時の胸のすくよう放感激を味わうために続々と身

をのり出した(写真10)｡

タラウエラ火山地帯の形成は17,OOO年前でその時に

玄武岩質･流紋岩質のオカレカ火山灰を噴出しひきつ

づき流紋岩質な溶岩の流出をみた.最新の噴火は1886

年8月10目の早朝に生じた.この目O時30分より一連

の地震がおこり次第に地震活動カミ活発になり1時30分

に最初の噴火が生じた･そして2時30分までに全域

に噴火か及び3時30分には地震活動も停止した.この

間にワノ･ンガからワイマングに至る17kmの範囲で噴火

が進行した.その様式は直線状に続く割れ目噴火でこ

れは玄武岩質のダイクの上昇に伴うもので大量の玄武岩

質の火山灰･ラピリを噴出させた･

この噴火に際してタラウエラやロトマノ･ナ柱とより

1･3km3の玄武岩質火山灰やラピリが噴出し15,000k㎜2

の地域を覆った.そして近隣のマオリ系の集落など

がサｰジに覆われて150人以上の死者が出た､我々の

地質ニュｰス372号�
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写真10マウント･タラウエアのリフトと玉木氏.

写真11フォｰカヌｰ･インと我友のバス.

見おろしているリフトの内部には雁行状に配列する多く

の岩脈がありこれらが北東一南西方向に続いているこ

とが明らかにされている(NAIRN&C0LE1981).

我々はクラウェラドｰムの頂上にたってこれらの説明

をうけた.さらに有志をつのってリフトの底まで急

傾斜の斜面沿いに下っていった.最後に車を放置した

地点にたどりついた興には時計はもう5時を過ぎていた.

そして今日の残りの巡検はすべて省略してフォｰカ

ヌｰ･インに向った(写真11).

我々の泊ったロドノレア地域は温泉･湖･マオリ文化

という三つのセｰルスポイントをもった北島屈指の観光

地であった.一行は近隣の観光ホテルのレストランで

マオリコンサｰトと称するマオリ族の伝統歌謡と民族舞

踊を観賞しなカミら夕食をとることに放った.200人前

写真12タウポ火山帯の火山灰層.

1985年8月号

後収容できるこのレストランは観光客でにぎわっており

日本人の姿もいたるところに見られた.日本人の中に

はホｰムステイで当地に滞在している人も居た.マオ

リ族の歌と踊りはノ･ワイのフラダンスとよく似た雰囲気

で男性の踊り手の長い舌を使ったひょうきんた仕草か

印象に残った.何事にも積極的放K.SIEH氏を先頭に

我々も踊りの中に入り楽しい一時をすごした.ホテル

の温泉は日本と同様に広い湯舟に皆で静かにつかるもの

であった.日本の場合と異って水着をつけての混浴

は大変ユｰモラスであった.

第3目(2月5目)口トルア～ヒックス湾

この目はプレンティ湾の海岸線に広く分布する海成段

丘面の巡検カミ中心である｡この地域では日本人の研究

者が詳しい研究を行っておりその中心に放っている太

田さんカミ翌日も含めて2日間案内することになった.

ことにこの地域には昨日巡検を行ったタウポ火山帯

からもたらされた火山灰が連続的に厚く堆積しており

日本で行われているのと同様な火山灰層を鍵層とした段

丘面の対比･編年が有効である.

最初の露頭としてロトルア湖のすぐ近くにある火山

噴出物の観察を行った(写真12).火山灰は上位より

タラウェラ火山のロトマノ･ナ(1886年6月10目)カノ･ロ

ア(930土70年B.P.)タウポ(1,850土100年B.P.)ワイ

ミヒア(3,430土50年B･P.)ワカタネ(5,180±80年B.P.)

ママク(7,050±77年B.P.)ロトマ(7,330土235年B.P.)

ワイオノ･ウ(11,250土250年B.P.)ロトルア(13,450土250

年B･P･)レレワカアイツ(14,700土400年B.P､)である

(NATHAN,1976)･この中でタウポ･ワイミヒアは

タウポ火山より他はタラウエラ火山も含めたオカタイ

ナ火山帯よりもたらされている(NAT且AN,!976).

次にオカタイナ火山帯のほぼ北端に位置するロトイ�
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第5図

プレンティ湾南東岸地域の海成段丘面の模式断

面図(吉川他1980より).
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ロトエフ火山灰および新期火山灰層

ハミルトン火山灰層

テｰブルランス火山灰層

崖錘堆積物

海成砂礫層

海成シルト･砂層

河成砂礫層

基盤岩石

ティ湖の北岸でこのあたりの地形･植生の観察を行っ

た･ニュｰジｰランドには森林浴を好む人が多い.

バスから降りた地点は森林浴には絶好の場所で本性シ

ダなどの珍らしい現地生の植物に囲まれておいしい空気

を胸いっぱいに取り入れた･ロトイティ湖はカルデラ

の一部を構成しており約5万年前に陥没しだそうであ

る.

バスは東へ向いプレンティ湾に注ぐワカタネ川の河

口付近の堤防で休憩を行った.堤防にはポフッカワの

大きな木が植えられていた.ポフッカワはクリスマス

の頃にきれいな赤い花を咲かすのでクリスマス･ツリｰ

とも呼ばれていてこの国の夏の到来を示す木とされて

いる.ここで案内者は太困さんへと交代しまず海

成段丘の対比および海成段丘面の旧汀線高度を用いた地

殻運動の研究について基本的な説明カミたされた.

プレンティ湾周辺の地域は吉川他(1980)によって研

究されており各段丘面と火山灰層の関係や地殻変動の

概要が明らかにされている･段丘面は上位よりマタカ

オア面･オタマロア面･テパパ面･テアラロア面と四区

分されている.そしてテｰブルランス･ノ･ミノレト

ン･ロトエフの各火山灰層が対比の鍵層となっている

(篤5図)･ユ4C年代値やフィッション･トラック法によ

る年代値などの資料よりオタマロア面が最終間氷期に

形成されたことが推定されている.

まずオタマロア段丘の堆積物の観察を行った.段1

丘面から海岸へ下る坂道沿いにマンガオネ火山灰(3万

年前の噴出)･ロトェフ火山灰･風化を受けたノ･ミノレトン

火山灰およびそれらに覆われる海成の円礫層がみられた.

ここでは段丘堆積物の上限カミ海抜60mなので最終間氷

期以降約｡.4m/10呂年の割合で隆起が進行していること

になる･参加者から旧汀線高度を測定する場合に火

山灰の厚さを地形面の高度から除いているかどうかとい

う質問が出た.これに対して露頭の数カミ限られてお

り火山灰の厚さと段丘面の高度との差は大きいので特

に微妙な変動について言及しないという前提で火山灰

の厚さは無視したという説明がなされた.

ワイオタヒ海岸で1時間の昼食をとった.ここでは

美しい砂浜海岸が東西に1Ckm以上もまっすぐにのびて

おり広々とした海を眺め在がら浜堤上でピクニックラ

ンチを味わった.食後は議論したり海岸沿いにジョ

ギングをしたり太平洋に向ってドボンと飛びこんで波

しぶきを立てたり皆それぞれ思い通りに時を過ごした.

次にテｰブルランス付近でマタカオア段丘の堆積物

の観察を行った.ここでは海成の段丘礫を覆って

テｰプノレランス火山灰･ノ･ミルトン火山灰･ロトエフ火山

灰が堆積していた.各火山灰層の上部にはクラックの

発達した埋没土壌が発達していた.ここでテｰブル

ランス火山灰中の黒曜石を用いてO.20±O.02m.y.B.P.

のフィッショントラック年代値が得られている(吉川他

����琮�����

さらに東方のトレレでノ･ミルトン火山灰と段丘堆積

物の観察を行った.段丘堆積物の上部に木片を含んだ

腐植土層カミ堆積しておりこれを覆うノ･ミルトン火山灰

の下部が見られた･この露頭は海抜32mでノ･ミルト

ン火山灰下部の時期にこの段丘が離水して現在の高度ま

で隆起したこξカミ説明された.

ウィティアンガ湾ではオタマロア面カミ北東方向へ高度

をあげる様子が広く見渡せた.ここではオタマロア

面が30mマタカオア面が77㎜の高度に達していた.

これらの段丘面を背景に模造紙に書いた段丘面の高度

分布図および背後のラウクマラ山地の投影図(吉川他19

80参照)をもとにした説明カミなされた.この図に明瞭
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に示されるようにオタマロア面をはじめ各段丘面は北

東方向に急激に高度を増している.さらに図のh1･

h｡両地点を境にして高度の急変が認められている.こ

のような地殻変動の傾向は背後のラウクマラ山地の概形

とはかなり異っているので山地の概形を形成した地殻

変動の後に生じた新しい地殻変動であるとの説明カミなさ

れた.

さらに北東方向へ進むバスの窓ごしに海岸沿いに分

布するオタマロア面の高度カミ徐々に増加してゆく様子カミ

よく把握できた､

プレンティ湾北東端付近のラウココレに来るとオタマ

ロア面は海抜70mの高度に達した･またテパパ面

さらに沖積世に形成された段丘面がはっきり認められ

るようにたり隆起速度が増加していることと調和的であ

った.近くでテパパ面の堆積物の良い露頭カミあっ

た･ここでは砂～砂礫層よりなる段丘堆積物を覆っ

てロトエフ火山灰が堆積していた･両者の境界部の観察

結果より段丘面の離水後に時間間隙がほとんどなく火

山灰が堆積したと考えられると説明された.このよう

な考察とロトエフ火山灰の年代よりテパパ面は約8万年

前に形成されたと考えられている.

窓外の段丘面をながめながら北島北東端のヒックス

湾に面したオタマロア面上にあるヒックスベイモデルに

剥いた･今日はほとんどがオタマロア面に関する巡検

だったが我々はこの面を略して“オｰダ面"と呼ぶよ

うになった.K.LAJoIE氏が太田さんに“your

terraCe"と話しかけるユｰモラスな光景も見られた.

写真!3ヒックス湾付近での宗新世の海成段丘面の堆積物

(上部の貝殻を含む地層はpoSt一マオリ族)､

1985年8.月号

海成段丘面を用いた地殻変動の研究は吉川他(1964)

の室戸半島での研究以来日本ではかなり定着した研究法

とたっている.この地域においてもこのような研究法

が十分に成功しているという印象を受けた.

夕日に照らされたヒックス湾の眺めは美しく散歩･

ジョギング･トランポリンなど思い思いに自然の中でく

つろいだ時を過ごした.外人参加者のジョギング熱は

大変なものでここでもかなりな人数がジョギングスタ

イノレで坂道を下って行った.日本代表の山科氏もなか

なかの健脚ぶりを披露した.

第4目(2月6目)ヒックス湾～ギスポン

今日は北島の東海岸沿いのコｰスである.丁度ゲ

ルマディック海溝の100kmほど西側を平行して進むわけ

である.まずモデルのすこし南の展望の良いところ

でヒックス湾の先にみえるマタカオア半島をながめなカミ

ら段丘面の高度分布についての説明を行った.ここで

はオタマロア面は海抜300mの高度に達していた.そ

して沖積世の海岸段丘もはっきり何段も分布するよう

になった.この沖積世の海成段丘面の中で最も高位の

段丘面の高度分布より最新の地殻変動の概要が求められ

ている(OTA･t･1.1983).とくに北島東海岸には中

～上部第三系の泥岩が分布しているため浸食が容易で沖

積世の海成段丘も広く明瞭に形成されている.これら

の大部分は汎世界的に海水準が安定している約6,000

年前以降のもので主に大地震に伴う隆起によって段

化したと考えられている.そのため段丘堆積物の最

上部の地層の年代が大地震による離水の時期に近接した

値を示すと考えられ重要視されている.

さらに少し東へ行って海成段丘の堆積物を観察した.

厚さ約1mの砂礫層の最上部のユ生C年代値が578±34年

B.P.で現海水面より約4mの高さになる(写真13).

これを覆って約1mの堆積物がみられるがこの中には

マオリ族の貝塚の遺物が含まれていた.さらにその少

し土よりガラス片が見つかったのでこの部分は1769年

のクック来航以降ということになった.

さらに海岸線より少し内陸側にコｰスをとりながら

南へ集みワイアプ川の河岸段丘を観察した.ここでは

マウント･タラウェラから11,00C年B.P.にもたらされ

た約1mの厚さの白っぽい火山灰が段丘堆積物を覆って

いた.この川の河岸段丘はこの面も含めて5段認め

られているが上位の3段が下流側が隆起するよう荏断

層変位をうけていた.

次に南へ進んでトラガ湾に至り沖積世の段丘面の堆

積物を観察した･ここでは新旧の襲丘堆積物間の不整

合カミみられた.約6,000年前の14C年代値が得られて�
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いるシルト層を不整合に覆って約4,000年前の1壬C年

代値の得られている砂層カミ堆積していた･折からの激

しいスコｰルの中で色とりどりのレインコｰトをつけて

観察が行われた.

さらに南へ進んでワンガラ海岸に至った､ここは古

くから人々が居住していたことで有名である.最近の

研究の結果約600年前にマオリ族の集落か存在したこと

が明らかにされている.この海岸に注ぐパカラエ川の

河口付近には沖積世の海成段丘が何段も発達しており

これらの段丘面を切る活断層が認められている.我々

はバスから降りて観察地点までゆっくり歩く予定だった

がいまにも雨カミ降りそうな状態だったので予定を変更

して2台のジｰプでピストン輸送してもらうことになっ

た･参加者を満載したジｰプは砂浜を快スピｰドで通

り抜け小川をザブザプ横切り大変スリリングな思いを

させてもらった.

観察地点には5段の段丘面が明瞭に発達していた.

最高位の段丘面は海抜23mに分布し堆積物の最上部で

6,700～7,440年B.P｡というi4C年代値が得られている.

この面は少くとも1万年前以降の堆積物による堆積面で

この期間を通じて海面が相対的に上昇を続けたことが考

えられる.下位の4段の段丘面はいずれも最高位の段

丘面の堆積物をけずる浸食段丘として形成されている.

このため最高位の段丘面カミ形成されてからは海水準

は間歓的に低下しつづけていると解釈されている(OTA

整����㌩�

このような段丘面の形成過程についてしばらく議論が

つづいた(写真14).多くの研究者は個々の大地震に

伴って陸域が隆起しそのたびに海水準カミ相対的に低下

して凌丘面が形成されるようになったと考えているよう

であった.しかしKenLAJoIE氏がこれに激しく異

論をと在えた･彼はアメリカ西海岸の例をあげてス

トｰム説をのべた･地殻変動が等速度的で陸域の隆起

が経常的に進行していると考えればストｰムで浸食さ

れる度に段丘が形成されるはずだというのカミ彼の主張で

あった.

今日の最後の地点としてマコリリ岬を訪れた.ここ

は海岸浸食が著しい地域として有名で2m/10年の割

合で浸食が進んでいるそうである.このため広域に

わたって波長台が形成されており大地震で隆起した場

合に広範囲に離水し広い段丘面がつくられることが予

想された.

太田さんの案内は今日までであったがなか放か明快

な説明で大変好評であった.

第5目(2月7目)ギズボン～ネｰピア

この目はギズボンを出発して海岸線沿いに南西方向

に進み更新世後期の襲丘面の見学を行った･宿泊予

定地のネｰピアは1932年の大地震によって隆起したこと

で有名である.

最初に我々の宿泊したギズボンの街のあるポバティ

湾の見渡せる丘に登った.この湾は数列の砂丘と後背

湿地から構成されており防砂用に植林された松林が大

変美しかった･これらの松は最近では工芸品だとの用

途で植えられるようになったそうである.

次の地点は海岸線より1Ckm陸側に入ったところで

北西一南東方向の多くの断層沿いに温泉がわき出してい

た･温泉の化学成分は海水と類似で断層の弱線に

沿って44～51.cの温水が2･81/secでわき出しているそ

うである.

次はマヒア半島で段丘面の観察を行った.この半島

は第三紀と白亜紀の堆積物よりなる丘陵の周囲を海成段

丘面が取り囲んでおり沖積世の段丘により北島本島と

辛うじてつながっている(第2図参照).

まず半島のつけねにあるプティキ岬で沖積世の段丘

堆積物の観察を行った･ここでは基盤岩の泥岩を不整

合に覆って段丘堆積物カ堆積していた.堆積物の下位

の部分での14C年代値は1945土60年1950±70年B.P.

と二つ求められている｡さらに上位(約1mほど上)で

は1,680±40年B.P.と求められている(資料はすべて貝殻

片)･上位の部分にはタウポのパミス(1,800年B.P.)カミ

二次堆積としてとりこまれているカミ地層の上下関係と年

代値には矛盾がないようであった.

東へしぱらく歩いてテｰプノレ岬に至った.ここでは

4段の沖積世の段丘面が発達していた二これらは1壬C

年代値と堆積物中の火山灰の年代より上位から3,500

年B.P.2,100年B.P.1,600年B.P.300年B.P.と形

写真14沖積世の海成設丘面の形成過程について議論を続ける

参加者達.

地質ニュｰス372号�
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成年代が求められている｡さらにその前縁に延々と

沖合まで発達している広大なプラットホｰムカミみられた

(B服RYMAN氏とHULL氏の研究に基づく)･

我々は300年B･P･の段丘面の段丘崖に腰かけてピク

ニックランチをとった後スコップで掘りおこしなカミら

各段丘面の堆積物の観察を行った(写真15).ここで

もこれらの段丘面の形成が大地震に伴う隆起にもとづ

くか否かについての議論がなされた.この地域は美し

い二枚貝が多くみられるため同行の御婦人達は議論の輸

からはずれてせっせと貝殻採集に励んでいた･彼女達

は地震屋･地質屋の旦那さんのフィｰノレドワｰクに同行

することが多く彼等が研究に熱中している間の楽しみ

方も心得ているようであった.貝殻採集の他に野花の

採集やバｰドウォッチングなど各自の趣味も生かしなが

ら巡検に同行しており見た感じでは結構たいくつせず

に楽しくすごしているようであった.

テｰブル岬からネｰピアに至る間には後期更新世の海

成及び河成の段丘面が広く分布しておりこれらの地形

を観察しながらホｰク湾の海岸沿いにネｰピアに向った.

このホｰク湾地域で1931年2月3目にM7･8の地震が'

発生している､この地震に際してネピアの北側に広が

るアウリリ･ラグｰンが著しい隆起をしている.隆起

面積は1,300ヘクタｰルでラグｰンの西縁部で約1m

東部の礫がちだ砂洲が1･8mの垂直隆起を示している

(WELLMAN1970など).

我々がこの隆起したラグｰン地域にやってくるとま

ず一番に平野の中にとり残された燈台が目についた

(口絵参照).この燈台は地震前は海中にたっていたの

カミ現在は陸上に取り残された状態になっており地震

によって“海底が隆起して陸地になった"ことが一見し

て理解でき6貴重な証拠である1

これまで沖積世の海成段丘の成因について延々と議論

が交わされてきた.そしてここに来て地震に伴う隆

起によって段丘が形成される実例を確認した･沖積世

の海成段丘の形成をすべて地震による隆起で説明するこ

とには問題があると思うカミ少くとも地震隆起によっ

て段丘面が形成されることカミあるのは確実であるとい

うのがネｰピアにやって来た多くの人々の感想であった.

ネｰピアのマソニックホテルは当巡検中のホテノレの中

では一番大きくフィルム･シャンプｰ･絵ハガキ狂と

買い求める人も多かった･巡検中は二人づつ部屋を与

えられその組み合わせはほとんど変更がなかった.

著者は木村氏とずっと同室であったが氏は大変おおら

かで研究も含めて多方面の知識が豊富なのでいつも遅

くまでディスカッションしたり楽しくすごすことカミでき

た.

1985年8月号

第6目(2月8目)ネｰピア～ウェリントン

朝食の折に中国から参加している吋氏･狂さん台湾

から参加の金氏と同席になり中国語の入門講座をうけた.

食堂の壁には大地震前後のネｰピアの海岸線沿い地域の

杢中写真が並べて掲示してあった･この2つの写真を

見較べることによって地震による海岸地域の隆起カミよ

く把握できた.

今日は巡検最終目でネｰピアから北島を斜めに横

切ってウェリントンに至る全長393kmの行程が予定さ

れていた･午前中はワイプクラウ地域に発達する北北

東一南南西走向の活構造について観察し午後は主にバ

スの窓から断層地形荏とを眺めることになっていた.

ネｰピアから南へ約60kmの範囲では北北東一南南

西にのびる活断層が数本平行していた.我々はバスで

この活断層帯を概観した後でワイプクラウ周辺でゆっく

り観察を行った､まず最も変位量の大きな断層崖沿

いに段丘面の変形状態を観察した.断層崖といっても

段丘面が東へ傾斜する急斜面で日本では擁曲崖と称さ

れている地形であった(写真16).BERRYMAN氏による

とニュｰジｰランドでは地下の断層によって丸くたわ

み込んでいる地形についてはほとんどの場合断層崖とい

う表現をし擁曲崖と呼ぶ例はほとんどないそうである.

この断層崖上には集落が発達しておりメンバｰの1人

がすぐにフロック塀の亀裂を発見した･亀裂はいたる

ところでみつかり約20分間は亀裂探しについやされた.

ほとんどは断層崖に平行に南北方向にのびており横ずれ

成分を示す例もいくつか見られた.亀裂と断層崖の関

係については地ヒり説･クリｰプ説などいろいろな解

釈が出た･さらに東側に平行する断層崖の観察を

行った(写真17).

次いで西方へ移動してノｰスウッドに至った.この

小じんまりした町には当地名産の純毛製品の生産･販売

写真15テｰブル岬周辺に発達する沖積世の海成段丘面.�
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店カミあり案内者カミ推奨したこともあってメンバｰの

ほとんどの人が何らかの純毛製品を買ったようである･

そろそろ参加者の顔と名前が一致するようになり買い

物をし放がらなごやか校会話をかわすのには絶好の場所

になった｡ニュｰジｰランドの英語には少し特徴があ

り“ei"の発音カミ“ai"になる.今日カミ“トウダィ"で

8カミ“アイト"である.著者もやっとこれを聞きとれ

るようになった.さすがに中村氏はもうすでにニュｰ

ジｰランド英語で話せるようになっていた.オｰスト

ラリアから来たDANHAM夫妻は大変陽気で楽しい雰囲

気を作り出す名人でこの店でペアルックのセｰタｰを

買い“ジャパニｰズ･ノ･ネムｰン"とおどけてみせて皆

を笑わせた.

さらに少し南へ進みダンネピルケに至った･この町

もノｰスウッドと同様に19世紀後半にスカンジナビア半

島から移住した人達によって開かれたそうである.

我々はこの町の小さた公園で記念撮影を行い(写真18)ピ

クニックランチをとった.池にいたアヒルも一勢に我

々の方へやってきて皆からせしめたチキンやポテトチッ

プに舌づつみ?をうっていた.

昼食後は北島西海岸に出て海岸線沿いに南へ進んだ.

南島での最も主要な活断層であるアルパイン断層の北東

延長はこの西海岸沿いにのびているそうである一海面

に浮かぶカビティ島を見ながらこの島と我々の間にア

ノレパイン断層の延長部が走っているとの説明をうけた

(第6図)･

夕方にはウェリントン市内に入りシンポジウムの行

われるヴィクトリア大学に到着した.バスを降りた時

点で6日間にわたる北島巡検は完了した.我々はただ

ちにヴィクトリア大学内のRCMシンポジウム登録カウ

ンタｰで受付をすませシンポジウムのプログラムなど

を受け取った､シンポジウムの期間中は大部分の人が

ヴィクトリア大学の学生寮のヴィクトリアノ･ウスた宿泊

した.学生寮といっても大変清潔で洗濯室･シャワｰ

室･食堂などがあり寮を管理する学生も親切で快適な生

活をすることができた.

シンポジウム

2月9目の9時30分よりウェリントン市長のLAwRE-

NcE氏･ヴィクトリア大学のAXF0RD氏･CRCM代表

の笠原慶一氏･ニュｰジｰランド王立協会のB0LLARD

氏の挨拶カミ行われた.ついでニュｰジｰランド地質調

査所長のSUGGATE氏の講演が行われた.

午後からは各セッション毎にまとめられたプログラム

に沿って一般講演が行われた(第1表).セッションは

写真16ワイプクラウ地域にみられる断層崖.

13項目にわかれており14ケ国から参加した約160名の

研究者によって活発な討論がなされた.この内容につ

いては田中･笠原･中村(1984)によってくわしく報

告されている.日本からの出席者は横山泉氏(北

大)笠原慶一氏･中村一明氏･山科健一郎氏(東大地震

研)小林和男氏･松本刷氏(東大海洋研)伊藤谷生氏(東

大)澤田臣啓氏(INA新土木研)太田陽子さん(横浜国大)

田中寅夫氏(京大防災研)木村政昭氏(琉球大)平野勇

氏(ニュｰジｰランド地調･建設省土木研)河内晋平氏(ヴィ

クトリア大･北大)玉木賢策氏･著者の15名であった.

講演時間は招待講演者が30分で他は20分講演する人

と!0分講演してポスタｰセッションで補足する人に分か

れた･著者はポスタｰセッションを伴う講演を希望し

た･ポスタｰ用に約2m四方のボｰドカミ与えられシ

ンポジウムの期間中ずっと講演会場前のロビｰに図を掲

示することができた.毎日午前と午後に10分程度のテ

ィｰ･タイムがありこの時に自分の図を前にして説明

できた.著者の場合国外で講演するのは初めての経験

写真17写真16の東側に平行する断層崖.
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第6図ウェリントン周辺の活断層.

(Berryman&Hu111984より).

で講演でうまく説明できなかった点をポスタｰセッシ

ョンでゆっくり説明することカミできて大変良かったよう

に思えた.他にCLARK氏の地震断層の諾例やBEA-

NLANDさんのダンストン断層のトレンチに関する図･

写真太田さんの日本のトレンチの諾例などをポスタｰ

セッツヨンでゆっくり眺めることカミできた.

シンポジウムではすぐれた研究成果が数多く発表され

たが著者の研究に近いもので外国人研究者が発表した

ものをいくつか紹介したい.

CLARK氏はUSA西海岸地域の活断層についてU.S.

G.S.の研究者達によって求められた第四紀後期の平均

変位速度を各断層の変位のセンス毎にまとめて発表した.

KELsEY氏とCAsHMANさんはサン･アンドレアス断層

の北端にあたるトリプノレジャンクション地域の第四紀に

おける断層活動の位置の変化についてのペトリプノレジ

ャンクションカミ移動したことを発表した.SIEH氏は

サンアンドレアス断層系の個々の断層について最近の

大地震による変位量･地形発達の解析･トレンチ調査に

よる成果などに基いて活動の規模と周期を求め地震の

生じる確率を求めた.YEATS氏は断層活動に伴なっ

て変形しつつある堆積物の層理面に生じた断層について

発表した.

BEANLANDさんはニュｰジｰランド南島のダンスト

.ン断層のトレンチの結果を中心に発表した.この断層

は日本でも最近注目されている逆断層の山麓部から盆地

1985年8月号

側への移動カミよくわかる興味深い断層であった.HU-

LL氏とBERRYMAN氏はアルパイン断層の完新世の活動

について14C年代資料に基づいた平均変位速度を求め

断層活動に伴う地形発達について発表した.PILLANS

氏は段丘面や鮮新一更新世の海成堆積物の研究に基づい

た北島の第四紀後期の地殻変動図について発表した.

またOTwAY氏やGRINDLEY氏･HULL氏によるタ

ウポ地域の1900年代の群発地震とそれによる断層の出現

に関する発表もなされた.

LAJoIE氏らはU.S.A.の西海岸に発達する海成段面

面を用いて各地域の地殻変動の特徴を発表した.SER-

NA氏らはいくつかの特徴的在火山灰層を用いてUSA西

部の第四紀の層序について発表した.TRYGGVAS0N

氏は北アイスランドで1975-1981年に生じた割れ目噴火

について淡々としていてユｰモアにあふれる語りで紹

介を行った.

M0LNAR氏は最近の80年間の大地震およびそれによ

って生じた地震断層の研究に基づいて東アジア地域の最

近の地殻変動を論じた.氏と共同研究をしているDeng

QID0NG民カミ400年前頃に築かれた万里の長城を変位さ

せている東HelanShan断層について講演する予定だっ

たが都合によって中止になったのは大変残念であった.

シンポジウム初目の9目の夕方に王立協会主催のレセ

プションが開かれ講演会場前のロビｰに集まりワイン

グラスを傾けた･この席で北島巡検参加者一同から

BERRYMAN氏他2名の案内者に参加者の寄せ書き入り

のスコップが贈られた.

シンポジウムの行われているウエリストンは北西部を

活断層であるウエリストン断層の断層崖に限られた美し

い港町で毎日宿舎から会場へ向って急た坂道を昇りな

カミら自然と建造物の織りだす素晴しい眺めを楽しむこ

とができた.市内のほとんどの店はいつも午後6時に

写真18北島巡検の参加者一同(ダンネピルケの公園にて).�
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寒川旭

第1表RCMシンポジウムにおける講演者と講演題目

R･ALLls(DSIR)ニュｰジｰランド南アルプス地域の最新の地

殻の短縮の様式.

S.B^NMsTER･(ヴィクトリア大)ニュｰジｰランドの､ホｰクス

湾北部地域の微小地震､

S.BEANLAND(NZGS)ニュｰジｰランドのオタゴ地域中部にお

けるダンストン断層沿いの第四紀後期の断層変位.

D.BELL･J.CAMpBELL(カンタベリｰ大NZ)活構造地域の氷

河湖沿岸部の変形.

KBER㎜一AN･A.HULL･D.WILLIAMs(NZGS)ホｰクス湾の

ワイプクラウにおける地殻変動の様式と変位速度.

G.旦LlcK(NZGS)オタゴ中央部における古い測地記録にもと

づく応力変形の測地学的考察.

R.B㏄K(ハンスコン空軍基地U.S,A.)他地殻変動をモニ

タｰするGPS干渉計.

C･BucKLE立(カリフォルニア州立大じS.A､)カリフォルニア

あオレンジカントリｰの水平ずれ断層に伴う沈降部の槽曲振

幅の計測.

W.BULL(アリゾナ大uS.A.)ニュｰジｰランドのカイコウ

ラ沿岸地域の変動地形.

W.BULL(ア･リゾナ大U.S.A)断層によって形成された山

地のteCt㎝iCaCtiVityの分類.

M.CLARK(U.S.G.S｡)他カリフォルニアの断層の第四紀律

期における変位速度.

D.DARBY(エンセナダ科学教育センタｰメキシコ)フリｰネ

ットワｰクから得た精度の良くないデｰタの解釈を目的とし

た観測点の変位の解明.

D㎝gQ1･oiNG(国家地震局中国)他中国における寧夏回族

自治区の活断層とテクトニクス.

D㎝Ql㎜･G･Z㎞SH1L0NG(国家地震局中国)中国の寧夏回

族自治区の東HelanShan断層の沖積世の活動史.

D.DANHAM(鉱物資源局オｰストラリア)オｰストラリア南

東部におけるプレｰト内変形について.

RDENLlNGER(uS.G.S.)1979年から1982年までのロングバレ

イ･カルデラの変形.

'R.P1BBLE一(ヴィクトリア大)1978年におけるキラウエア火山の

重力の継続的な測定.

Kp払GERT(太平洋地球科学センタｰカナダ)ブリティシュ

コロンビアのバンクｰバｰ島中央における地表変形に関する

測地結果.

J.Dvo趾K･A.0KAMU趾･K.YAMAsHITA･M.SAK6(U.S,GS.)

ハワイ火山性リフトシステムの地表変形.

D.DzU㎜slN(U.S.G.S.)他セントヘレンズ火山の噴火予知に

用いられた地表面の変形.

F.Evls0N･S.WEBBER(ヴィクトリア大)ニュｰジｰランド中部

における地震性のストレス.

F･Evls6N(ヴィクトリア矢)マルイア川におけるアルパイン

断層のクリ丁プの検証.

P､亙｡ペロｰドアイランド大)他移動速度の大きいリッジｰ

トランスホｰムｰリッジ(RTR)プレｰト境界の構造.

D.F脳Ncls(NZ.G.S.)ニュｰジｰランドのイｰストケｰプ地

域におけるマラウビLチ断層.

GaoMlNG-XlU(国家地震局中国)1978年以降の中国地震帯

における地震活動二

M.GHAM(オｰストラリア)パプア海岸地域の地殻の変動性

:パプアニュｰギニアのエｰル島での調査結果.

J.qIBB(労働開発省ニュｰジｰランド)ニュｰジｰランド

の完新世における海水準変化曲線とそれに基づく地殻変動速

度の推定.

0.GらNzALEz-F㎜lAN･KKAUsEL(チリ大)チリ南部において活

動的な地殻の大ブロック.

R.GRANNELL･R.WYMAN(カリフォルニア州立大)カリフォル

ニアとメキシコにわたるサルトンｰメキシカリトラフの変形

についての重力の詳細な鰍則にもとづく研究.

G.G艮1NDLEY･A.HULL((NZ.G.S.)タウポの1922年･1964年･

1983年の歴史地震と地殻変動.

M.HAMBURGER(コｰネル大一.U.S.A.)フィジｰ諸島周辺の地

震地帯と非地震地帯.

J.H州NAH(国土地理院ニュｰジｰランド)ニュｰジｰラン

ドのEDSネットワｰクによる成果についての正確な評価と

否定基準.

E.HART(U.S.A.)カリフォルニアにおける断層被害のゾｰ

ニング.

GHEIN(FAF大ドイツ)IntegratedGeodesyによる地球

の変形の解析.

M.Hoc･s･･lN(オｰクランド大)他ニュｰジｰランド北島の

ハウラキリフトの地球科学的な構造.

D.H0MER･P.Wo0D(N.Z,G.S.)地殻変動の研究に用いる垂

直および斜め空中写真.

G.HUGHEs･0.VAR0L(ロバｰトソンリサｰチシンガポｰル)

ソロモン諸島の第四紀の垂直変動についての有孔虫及び石灰

質超微化石によ.る検証.

A.HULL･K.B㎜～YMAN(NZ.G.S.)フィヨルド地域のマッケ

ロｰ湖におけるアルパイン断層の完新世地殻変動と構造的意

義.

伊藤谷生(東大)･澤田臣啓･田中竹延(INA新土木研)有

山智雄(東大)ESR年代測定法による活断層のshearheat･

i㎎と年代の推定.

D1JAcKs0N(UCLAU.S.A.)地殻変動と測地学における系

統的な誤差.

J.蛆HLE(鉱山地質調査所U･S.A.)断層による地ヒりと地

震の振動による地ヒりの相違.

笠原慶一(東大地震研)粘性的なアセノスフェアに連結する

プレｰトの運動について.

H.KELsEY･S.CAsHMAN(フンボルト州立大U･まA.)カリフ

ォルニア北西部におけるサン･アンドレアス･トランスフォ

ｰムシステム北端部の断層の相互関係と地殻変動史.

木村政昭(琉球大)沖縄トラフにおけるバックアｰクのリフ

ティング.

P.㎞UEpFER(アリゾナ大)ニュｰジｰランド南島北部のアル

パイン断層系の沖積世における変位速度.

小林和夫(東大海洋研)琉球島弧一海溝系北部の奄美海台へ

の衝突.

KLAJ01E(U.S.G.S.)他アメリカ合衆国の太平洋沿岸地域

の第四紀後期の地殻変動.

K.LAM朋｡K(オｰストラリア国立大)太平洋地域南西部の垂

直運動の証拠とメカニズム:概観.

J.LANGBElN(U.S.G.S.)他カリフォルニアのパｰムデｰル

とロングバレイ周辺の地殻変動に関する二色シオディメｰタ

ｰによる計測.

A.L1N･E･I.SAcKs(カｰネギｰ地球物理研U.S.A.)･末広

重二(気象庁)日本の伊豆地域の地震･地殻応力･マグマ

の生成.

B･LUYENDYK(カリフォルニア大東太平流海膨のの北緯21'線

を横切る海底の重力プロファイル.

G.LYzENGA(ジェット噴射研U.S.A.)カリフォルニアの基

線上の地殻変動の測定:親1則法との関連において.

K.MAcD0NALD(カリフォルニア大)東太平洋海膨におけるオ

ｰバｰラッピング･スフレディングセンタｰ.

皿MAcQU眺N(オｰストラリア国立大)大陸縁海地域の垂直

変動とストレス.

松本刷･皮目ヨ好文(東大海洋研)地殻とリソスフェアの変

動づ過程に関する多パのシミュレｰション.

LMAYER(マイアミ大uS.A.)合衆国南東部のべ一スン･

アンド･レンジ地域の伸張と隆起に関する地形学的考察.

S.哩LLER(U.C.サンタバｰバラU.S.A.)進行申のリフト
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の三次元的な地磁気モデル.

RM0LNAR(M.I.TuS.A｡)･De㎎Q!D0NG(国家地震局中

国)中部および東部アジアにおける大地震に伴なう断層活

動と変形速度.

P.Mo艮GAN(キャンベラ大オｰストラリア)垂直方向の変形

に関するモデル.

N.M6RN駅(ストックホルム大スエｰデン)海岸地域のネオ

テクトニクス.

P.Mo㎜s(カナダ)フイりピンのネグロス西部のバコ水力発

電やニカラグアのモジョルカ水力発電の計画にさいしての地

震の増加現象.

J.MULDER(国土地理院ニュｰジｰランド)ニュｰジｰラン

ドのクライストチャｰチとウエストポｰト間の1982年の測量

結果からみた高度変化と垂直方向の地殻変動.

中村一明(東大地震研)日本および周辺における現在のプレ

ｰト境界.

ふR.0BEID(ニュｰサウスウェｰルズ大オｰストラリア)パ

プアニュｰギニアにおけるドップラｰ変形の研究.

J.OLs0N(ヴィクトリア大)1969年から1980年にかけてのカ

りフォルニアのサンフランシスコ半島地域の地震活動.

太田陽子(横浜国大)地殻変動研究の資料としての海水準

面.

RO･wA･(N.Z､αS.)マウント･ルアペフの火山活動に伴う

地殻変動の観測結果.

P.二〇TwAY(Nα･qS.)タウポの群発地震に伴う垂直変位.

J..P亘RKINs･J.SlMs(uSゴG.S.)uS.A.のカリフォルニア

地域におけるサンアンドレアス断層中央部における完新世後

期の河岸段丘ρ変形.

B.PlLLANs(ヴィクトりア大5ニュｰジｰラシド北島の第四紀

後期の地殻変動図.

D.RA0(リモｰトセンシング研インド)最近の地殻変動の

定量的な把握について:､仁マ7午前縁帯の例.

S.READ(NZ.G.S.)ニュｰ1ジｰラン'ド南島のマッケンジｰ盆'

地におけるオストラｰ断層帯g第四紀後期の活動.

J･R亘EDER(地質･地球科学研アラスカU･S.A.)アリュｰ

シャン弧のマクシン火山地帯の断層とダイクの方向.

W.RElLLY(DSIR)測地資料からみたニュｰジｰランドのオタ

ゴ地域の地殻の屈曲.

LR1cK㎜∫(国土地理院ニュ∵ジｰランド)地殻変形のモ

ニタｰに関する研究.

K.RlEsMElER(ボン大ドイツ)不均等な圧縮にもとづく仮説

による最新の堆殻変動の検証.

M.RYMER(U.S.G.S.)他1983年のカリフォルニア･コｰリ

ンガ地震の余震として活動したヌネッツ断層による地表面の

変位.

寒川旭(地質調査所)西南貝本中来部の第四紀における地

殻変動.

んSARNA-W0JcIcKI･C.MEY亘R･J.SLATE(U.S.qS.)合衆国

西部の第四紀の層序･編年･地殻変動についての火山灰編年･

火山灰層序の適用.

B.Scon(N.Z.αS.)･C.McKEE(ラバウル火山研パプア

ニュｰギニア)1957-1982年のパプアニュｰギニアのマナ

ム火山における地表の変形･地球の潮夕の影響及び噴火活動

P,SEgALL(uS.G.S.)コｰリンガ地震の震央地域における

地表下のf1uidを抜きとることによる地殻のストレスの変化

と土地の沈下.

SHlZH酬LlANG･LEEQUN･WUHUANY1NGポYANGYUL1N(国

家地震局中国)中国において考えられる長期にわたる歴

史地震.

K･S1EH(カリフォルニア工科大)地質学研究に基づいたサン

アンドレアス断層に沿う大地震の予測.

LSLATER(コロラド大uS.A)長い基輝のタ流体ティルト

メｰタｰ.

LSLATER(コロラド大uS.A)開発中の多波長EDM計器

の精度.

W.SMITH(DSIR)･K.BERRYMAN(N.Z.G.S.)ニュｰジｰラ

ンドにおける地震被害:地震学･地質学からの推論.

RSNAY(測地研U.S.A)歴史に残る測地資料をもとにし

たカリフォルニアの水平方向の地殻変形のモデル.

R.STElN(皿S.G.S.)地震前のストレスに関する断層から離

れたところで生じる余震の説明.

A.ST0Lz･E.MAsTE艮s･B.HARvEY(ニュｰサウスウェルズ大

オｰストラリア)オｰストラリア地域の地殻変動の測定に

おけるspa㏄t㏄hnicの使用.

N.SUTHERLAND(国土地理院ニュｰジｰランド)Line･Ratios

による地表の変形の研究.

D.SwANsoN(uS.G.S.)他アメリカ合衆国のセントヘレン

ズ火山の噴火予知に役立つ距総則定.

玉木賢策･宮崎光旗(地質調査所)ボｰニン弧のリフティン

グ.

玉木賢策(地質調査所)日本海のネオテクトニクス.

W.丁肌丁㎝E･(U.S.G.S.)擬似静止的な断層モデルの最近の

発達について.

αTH0㎜T0N･B.BEcKMAN(カリフォルニナ工科大U.S.A.)

オｰストラリアとニュｰジｰランドにおける広域的な測地に

用いるGPSシステム.

D･丁脳sK('カリフォルニア工科大)他太平洋プレｰトと北ア

メリカプレｰトの境界のアラスカとカリフォルニア地域にお

ける変形に関する可動性のVLBI測量計画.

E.TRYGGvAs0N(アイスランド大)アイスランド北部における

1975-1981年のリフティング.

R.W五Lcon･H.B1朋Y(DSIR)サブダクシオンとトランスフ

ォｰムするプレｰト境界の運動学:ニュｰジｰランドの太平

洋･オｰストラリア両プレｰトの境界.

WANGSu-YUN･XUZH0NG-HUAI(国求地震局中国)中国東

部の地震性地殻変動のストレスフィｰルド.

H.WELLMAN(ヴィクトリア大)ニュｰジｰランド地域のプレ

ｰトテクトニクスと地震活動.

I.WH1TEH0UsE(ニュｰジｰランド)南アルプス中部の巨大な

岩暦流と完新世の地震活動.

R.W1LLlAMs･P.Wo0D･G.BL1cK(NZ.G.S.)ニュｰジｰラ

ンドにおけるメコメｰタｰによる地表変形の計測.

P.Wo0D･G.BLlcK(NZ.G.S.)ニュｰジｰランドにおける

断層ぞいの地殻変動の観測結果.

D･Wo0DwA㎜(DSIR)ニュｰジｰランドにおける垂直方向の

地殻変動を求めるための精密な重力測定.

山科健一郎･加藤照之(東大地震研)“ヒンジラインκの

移動1サブダクション型の巨大地震の長期的な前兆現象とし

て.

R.YEARTs(オレゴン州立大U.S.A.)アメリカ合衆国カリフ

ォルニアのトランスパｰス山脈西部の活摺曲に伴なう断層.

横山泉(北大)日本の有珠火山における1977-1982年の

噴火に伴う地表変形.

Sm1-BElHYU(台大校中国･台湾)台湾東部における地殻

変動の計測.

注:D-S.I.R｡一NewZealandDepartm㎝tofSci㎝tific
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寒川旭

は閉まってしまうカミ金曜目だけは特例でかなり遅くま

でにぎわっている様子だった.確かに金曜目の夕方

になると若者達が中心部へどっと集ってきて通りの真

ん中にギタｰを中心とした踊りの輪がいくつもできた.

若者達には東洋系･マオリ系の顔も多くみられオｰク

ランドとは大分異った独得の熱気カミ感じられた.我々

カミ特にとまどったのはレストランでも免許のない店で

はアルコｰルを扱ってい校いことだった･その代り持

ち込みは自由でビｰルなどをぶらさげながらレストラ

ンに入って行く光量はユｰモラスであった.

シンポジウム中の宿舎とたったヴィクトリアノ･ウスに

は各国からの研究者カミ多数宿泊しておりM0LNAR氏

(M.I.T.)やCLARK氏(U,S.G.S.)抵どの著名な研究

者と気楽に話をすることができた･我々に特に貢献し

てくれたのはLINDE氏(ヵ一ネギｰ地球物理研)の奥様で

夜おそくまで発表原稿を手直しして頂いた.

1日巡検

シンポジウム期間中の2月12目はウェリントン市周辺

で1目巡検カミ行われた･いくつかのコｰスのうちで

著者はウェリントン断層およびトラキラエ岬周辺の海成

段丘のコｰスに参加した(第6図参照).案内者はA･

HULL氏で日本人参加者は北島巡検に参加した木村

氏･山科氏の他に横山氏･伊藤氏･澤田氏であった.

参加者は1コｰスにつき20人余りで例によって地質

調査所のジｰプに分乗して出発した.

まずウェリントン市北西縁に位置するウェリントン断

層沿いに進んだ.カロリ貯水池東の海抜高度200m前

後の丘陵で中生代の地層に幅200m以上の破砕帯が発達

しているのを観察した.さらにウェリントン断層に

よる尾根･支谷の横ずれ変位地形を眺めながら北東方向

へ進んだ.

ニコノレソン湾をはさんでウェリントン市の対岸にはニ

ュｰジｰランド地質調査所のあるロウアｰハットがある.

ロウアｰノ･ット西部のニコルソン港は1855年のM8･0の

地震による著しい隆起が生じたことで有名である.こ

の地震はウェリントン断層の東側に平行して北東一南西

方向にのびるウエストワイララハ断層の活動と考えられ

ており100kmの長さにわたって変位が生じたことカミ推

定されている｡

我々は地震によって隆起した海岸沿いを走った後で

ロウアｰノ･ット南方の見晴らしの良い丘に立って1855年

の大地震および海岸部の隆起による陸域の拡大について

の説明をうけた(口絵参照).

その後ワイヌイオマタ川に沿って南へ向かいトラキ

ラエ岬に至った.この地域は1855年の大地震をおこし

たウエストワイララハ断層に近接しており地震時に2.5

mの隆起を示している.

岬周辺には1885年の大地震によって形成された段丘も

含めて数段の沖積世の海成段丘面カミ広く発達していた.

個々の段丘は前縁に径の大きい亜円～円礫よりなる浜堤

が発達しその背後に後背湿地が広カミっていた.この

後背湿地の堆積物より数多くのi4C年代資料が得られて

おりこれに基づいて段丘の形成過程が検討されている.

この地域では最も高位の段丘が約6,900年B.P.に離水

したもので海抜高度が約26mである.その後約1,000

年の間隔で以下の段丘面カミ形成され最も海側に1855年

の大地震で隆起した面が認められた･

この地域の海岸沿いには最終間氷期の海成段丘面カミよ

く発達しており第四紀後期の地殻運動の反映として北

酉方向に高度を減じていた(OTA.･t,･1.1981)(写真19)･

我々は最終間氷期の段丘面を観察するために沖積面に

車を残して段丘崖をよじ登ることになった･最近13万

年間の海面の相対的な低下量を示す約100mの崖をよじ

登る途中で不覚にも当地域特産の有名なトゲだらけの毒

草を拒んでしまった･おかげで2日間右手にしびれた

感じを味わい続けることに狂った･毒はさほど強いも

のではなく案内者などから“この国で貴重校体験をし

ましたね"と言われてしまった｡

段丘面は支谷によってやや開析されているもののよく

平坦性カミ保たれていた.また段丘堆積物の好露頭に

も恵まれた.これは基盤岩を覆って約12mの厚さで堆

積しており最下部の約1.5mか円礫で構成されていた.

それより上位は砂～亜角礫で水平方向の層理がよく発

達していたカミ顕著な火山灰層はみられなかった.

1目だけの巡検ではあったカミ人工改変の著しい我カミ

国ではなかなか見､られないようなほぼ自然のままの海

写真19

トラキラエ岬周辺に分布する沖積世の海成段丘上に残され

ている浜堤列(背後は最終間氷期の海成段丘面).
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声の地形をゆっくり観察することができた.この目は

二斗一ジｰランドで最も普及したスポｰツであるクリケ

ットの英国対ニュｰジｰランド戦がありこの実況中継

を耳に入れなカミらウエリントンヘ向った.

帰国まで

2月13目には夕方から盛大なシンポジウムディナｰが

もたれた･ニュｰジｰランドの研究者の多くが夫人同

伴で来たため大変はなやか校パｰティとなった.日本

の場合と異っでこのような席では御夫人達の方が話題も

豊宮で各テｰブルの主役となっていた.多くの人達は

日本を訪れたことがあり著者の拙ない英語でも何とか話

題を保つことができた.このような会や巡検･宿舎な

どで多くの人達と接することができたのは大きな収穫で

あった.

2月14目はポスタｰセッションの図表もとりはずし

会場で買い求めた地質図･第四紀地質図･写真集注とを

発送して帰国の準備をすませた.マオリ語で“空を眺

めるところ"と言われているマウント･ヴィクトリアに

登ってウェリントン市周辺を眺める時間をつくれなかっ

たことだけカミ心残りであった｡木村･玉木氏と共に19

時35分にウェリントンを離れオｰクランド経由で日本へ

向った.

著者にとってニュｰジｰランドでの15日間は大変貴重

な体験であった･最大の失敗はカメラをこわしてし

まったことである･そのため本稿に掲載した写真は

中村一明氏･太田陽子さん･山科健一郎氏･玉木賢策氏

の御好意で提供して頂きました.さらに本稿作成に際

し多くの御教示を頂きまして心より深く感謝いたします.

最後に今回の会議･巡検参加に関していろいろ御配

慮･御世話頂いた科学技術庁振興局および通産省工業

技術院地質調査所の関係者の方々に厚くお礼申し上げ

ます.
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